
　この森林環境教育は、高知県立高知農業高等学校森林総合科のカリキュラム

として実施しております。� 【詳細は2頁】

治山工事現場での実習

林道工事現場での実習
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四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
高

知
県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
森

林
総
合
科
か
ら
の
依
頼
を
受
け

て
、
今
年
も
森
林
環
境
教
育
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
環
境
教
育
は
、
森

林
総
合
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
実
施
し
て
お
り
、
一
〇
月

一
〇
日
に
、
二
年
生
二
一
名
が

高
知
中
部
森
林
管
理
署
管
内
で

治
山
工
事
を
、
一
〇
月
二
二
日

に
、
三
年
生
一
四
名
が
嶺
北
森

林
管
理
署
管
内
で
林
道
工
事
の

現
場
実
習
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し

ま
し
た
。

　

治
山
工
事
で
は
、
治
山
の
森

で
治
山
の
概
要
を
学
習
し
た

後
、
谷
留
工
と
、
土
留
工
や
山

腹
工
の
現
場
へ
移
動
し
て
実
物

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
生
徒
達

は
、
工
事
の
規
模
な
ど
に
驚
い

た
様
子
で
、
講
師
の
説
明
に
耳

を
傾
け
、
真
剣
に
メ
モ
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
道
工
事
で
は
、
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
林

道
新
設
工
事
の
測
量
か
ら
施
工

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
学
習
し

　
高
校
生
現
場
実
習

～
農
業
高
校
生
を
対
象
に
し
た
森
林
環
境
教
育
を
実
施
～

〈
治
山
課
・
森
林
整
備
課
・
技
術
普
及
課
〉

ま
し
た
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
授
業
で
学
習
し
て
い
る
最

中
で
も
あ
り
、
生
徒
達
も
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

両
工
事
と
も
、
授
業
で
図
面

や
写
真
だ
け
で
学
習
す
る
の
で

は
な
く
、
普
段
、
見
る
機
会
の

少
な
い
現
場
や
、
施
設
、
工
事

器
具
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
同
時
に
、
請
負
事
業
者
か
ら
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
仕
事
で
あ

る
こ
と
や
、
安
全
に
一
番
気
を

配
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
場

の
生
の
声
を
聞
き
、
現
場
で
の

作
業
の
大
変
さ
も
痛
感
し
た
よ

う
で
し
た
。

　

今
後
と
も
、
四
国
森
林
管
理

局
で
は
、
林
業
を
専
門
に
学
ん

で
い
る
高
校
生
の
学
習
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

治
山
の
概
要
を
学
習

治
山
工
事
現
場
で
の
説
明

林
道
工
事
現
場
で
の
説
明

林
道
工
事
現
場
見
学
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四国山の日賞受賞者の皆様浅川局長を囲んで

　

一
〇
月
七
日
に
、
平
成
二
六

年
度
「
四
国
山
の
日
賞
」
の
表

彰
式
を
四
国
森
林
管
理
局
に
お

い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
国
山
の
日
賞
は
、
平
成

一
六
年
に
四
国
四
県
と
四
国
森

林
管
理
局
が
行
っ
た
、
「
四
国

の
森
づ
く
り
に
関
す
る
共
同
宣

言
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
組
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
団
体

等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
そ

の
取
組
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と

で
、
四
国
山
の
日
の
Ｐ
Ｒ
を
図

る
た
め
、
平
成
一
八
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
九
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

局
長
室
で
行
っ
た
表
彰
式
に

続
き
、
各
受
賞
団
体
の
代
表
者

を
交
え
た
昼
食
懇
談
会
で
は
、

お
互
い
の
活
動
状
況
等
の
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
知
市
仁

井
田
の
木
材
市
場
や
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
見
学
等

を
行
い
、
最
新
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
「
四
国
山
の
日
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
団
体
は
以
下
の

六
団
体
で
す
。

○
森
林
整
備
部
門

　

・
新
谷
公
益
会
（
愛
媛
県
）

　

・�

東
か
が
わ
市
北
山
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
香
川
県
）

○
木
材
利
用
部
門

　

・�

四
万
十
町
森
林
組
合
大
正

集
成
材
工
場
（
高
知
県
）

○
森
林
環
境
教
育
部
門

　

・�

香
美
市
立
大
栃
中
学
校（
高

知
県
）

　

・�

愛
媛
木
材
青
年
協
議
会（
愛

媛
県
）

　

・�

も
っ
こ
り
倶
楽
部
（
徳
島

県
）

　

ま
た
、
今
年
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
「
四
国
の
森
づ
く
り
に
関

す
る
共
同
宣
言
」
に
基
づ
き
実

施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
が
見
直

さ
れ
、
四
国
の
森
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
（
四
国
森
林
管

理
局
・
四
国
四
県
後
援
）
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
四
国
山
の
日

の
集
い
in
え
ひ
め
２
０
１
４

（
一
〇
月
一
二
日
～
一
三
日
）
」

が
愛
媛
県
松
山
市
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
の
接
近
に
よ

り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

四
国
各
地
域
に
お
い
て
、
森
づ

く
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
中
心
に
当

局
及
び
四
国
各
県
か
ら
の
参
加

者
を
含
め
多
数
参
加
す
る
な
か

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
四

 

「
四
国
山
の
日
賞
」
表
彰
式
及
び
、

 

「
四
国
山
の
日
の
集
い
in
え
ひ
め
２
０
１
４
」
の
実
施

〈
技
術
普
及
課
〉

木
材
市
見
学

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
見
学
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秋
も
深
ま
っ
た
一
〇
月
二
五

日
～
二
六
日
に
「
木
育
か
ら
は

じ
ま
る
家
族
の
笑
顔
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
大
人
か
ら
子
供

ま
で
楽
し
み
な
が
ら
木
材
や
木

製
品
へ
の
理
解
を
深
め
、
木
材

消
費
拡
大
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
「
第
一
〇
回
高
知
も

く
も
く
ラ
ン
ド
２
０
１
４
秋
ま

 

「
第
一
〇
回
高
知
も
く
も
く
ラ
ン
ド

２
０
１
４
秋
ま
つ
り
in
中
央
公
園
」
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉

つ
り
in
中
央
公
園
」
が
高
知
市

中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
浅
川
局
長
か
ら
の
来
賓

挨
拶
の
あ
と
、
ノ
コ
ギ
リ
を
手

に
し
て
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ら

ぬ
丸
太
カ
ッ
ト
で
幕
を
開
け
、

恒
例
の
も
ち
投
げ
で
は
、
黒
山

の
よ
う
な
人
集
り
が
で
き
、
餅

が
飛
ぶ
度
に
大
き
な
歓
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
木
材
の
利

用
推
進
を
図
る
た
め
、
木
製
品

の
関
係
企
業
等
が
多
数
参
加
し

て
お
り
、
二
日
間
を
通
じ
て
、

推
定
二
五
，
〇
〇
〇
人
の
人
々

が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
局
と
し
て
も
、
木
材
利
用

推
進
を
図
る
こ
と
の
意
義
及
び

国
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長
か
ら
「
四
国
山
の
日
・
四
国

の
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

森
づ
く
り
安
全
技
術
・
技
能
地

域
推
進
協
議
会
の
歩
み
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
参
加
し
た
分
科

会
で
は
、
「
広
島
山
の
日
県
民

の
集
い
の
取
組
」
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
」
、
「
四
国
山

の
日
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
各
講
師
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

状
況
の
説
明
が
あ
り
、
参
加

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

の
活
発
な
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
分

科
会
と
な
り
ま
し
た
。

重
要
性
に
つ
い
て
、
ま
た
、
平

成
二
六
年
度
「
四
国
山
の
日

賞
」
受
賞
団
体
の
活
動
状
況
等

を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行

う
と
と
も
に
、
四
国
の
国
有
林

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
冊
子

等
を
配
布
す
る
な
ど
、
一
般
の

方
々
に
広
く
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
に
繋

が
り
ま
し
た
。

四
国
山
の
日
の
集
い

in
え
ひ
め
２
０
１
４

浅
川
局
長
あ
い
さ
つ

丸
太
カ
ッ
ト
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「
伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
」

の
森
づ
く
り
活
動
を
一
〇
月

一
八
日
に
愛
媛
県
久
万
高
原
町

の
サ
ル
谷
山
国
有
林
（
石
鎚
山

系
の
中
腹
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
古
事
の
森
」
森
づ
く

り
活
動
は
、
「
伊
予
之
二
名
島

古
事
の
森
育
成
協
議
会
」
と
の

協
定
に
基
づ
き
、
松
山
城
や
道

後
温
泉
本
館
な
ど
木
の
文
化
を

象
徴
す
る
伝
統
的
な
木
造
建
築

物
の
修
復
材
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
に
、
平
成
一
九
年
度

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
夢
と
ロ
マ

ン
に
あ
ふ
れ
た
取
り
組
み
で

す
。
八
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、

一
般
公
募
に
よ
る
参
加
者
一
〇

名
を
含
む
総
勢
一
四
名
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
育
成
協
議
会
会
長
の

愛
媛
大
学
江
﨑
名
誉
教
授
か

ら
、
「
伝
統
的
な
木
造
建
築
物

の
定
期
的
な
修
復
に
必
要
な
資

材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

の
取
組
で
あ
り
、
本
日
行
う
森

林
整
備
は
、
私
た
ち
の
孫
や
ひ

孫
に
役
立
つ
有
意
義
な
作
業
で

す
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
作

業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
主
に
植
生
保
護
管

　

平
成
二
三
年
度
か
ら
三
年
間

実
施
し
て
き
ま
し
た
「
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
」
に
代
わ
り
、

平
成
二
六
年
度
よ
り
「
技
術
者

育
成
研
修
（
中
央
研
修
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
）
」
及
び
「
実
践

研
修
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

過
日
、
九
月
二
九
日
か
ら
四

日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
「
技
術
者
育
成
研
修
（
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
）
」
に
引
き
続
き
、

一
〇
月
二
七
日
～
二
八
日
ま
で

の
二
日
間
の
日
程
で
「
実
践
研

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
す
る
な
ど
、
森
林
・
林
業
の

活
性
化
に
向
け
た
、
当
局
の
取

り
組
み
等
を
広
く
紹
介
し
一
層

の
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
る
こ
と
で
、

森
林
・
林
業
の
重
要
性
な
ど
理

解
の
醸
成
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

「
伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
」
森
づ
く
り
活
動

〈
技
術
普
及
課
〉

（
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
）
の
取
り

外
し
と
、
倒
れ
て
し
ま
っ
た
植

栽
木
を
起
こ
す
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
第
一
回
目

か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
あ

り
、
当
時
を
懐
か
し
む
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
「
古
事
の
森
」
森

づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
伝
統
的

木
造
建
築
物
と
森
林
の
関
わ
り

合
い
へ
の
理
解
の
醸
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
愛
媛
森
林
管
理
署

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
森
林
整

備
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
活
動
に
参
加
さ
れ
た
皆
様

平
成
二
六
年
度
森
林
総
合
監
理
士
育
成
研
修
事
業

「
実
践
研
修
（
現
地
検
討
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」
開
催

〈
技
術
普
及
課
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
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修
（
現
地
検
討
）
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
研
修
は
、
地
域
の
特
性
等

を
踏
ま
え
、
地
域
の
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
課
題
を
設

定
し
、
現
地
検
討
・
討
議
を
通

じ
て
、
課
題
の
背
景
と
解
決
策

等
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
全
国
七
ブ
ロ
ッ
ク
で
研

修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

研
修
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
体
や
団
体
職
員
等
の

外
部
講
師
の
方
々
の
ご
協
力
を

頂
き
、
「
新
た
な
架
線
系
作
業

シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
と
最
新
の

木
材
利
用
・
流
通
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
四
国
局
管
内
特
有
の

急
峻
な
地
形
に
応
じ
た
効
率
的

な
架
線
集
材
シ
ス
テ
ム
や
、
大

型
製
材
工
場
の
木
材
利
用
・
流

通
事
情
等
を
踏
ま
え
た
、
地
域

に
お
け
る
木
材
の
安
定
供
給
に

つ
い
て
、
実
践
的
な
指
導
・
助

言
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
現
地
検
討
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
受
講
者
も

含
め
、
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
四
国
四
県
は
も
と
よ
り
、

遠
く
は
奈
良
県
、
和
歌
山
県
か

ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
総
勢

二
六
名
（
県
職
員
一
八
名
、
市

町
村
職
員
一
名
、
国
有
林
職
員

七
名
）
を
対
象
に
、
局
二
階
大

会
議
室
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

開
講
式
に
お
け
る
、
井
上
業

務
管
理
官
か
ら
の
激
励
の
挨
拶

の
後
、
早
速
、
高
知
県
本
山
町

上
関
（
民
有
林
）
に
お
い
て
、

外
国
製
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
自
走

式
搬
器
を
利
用
し
た
新
作
業
シ

ス
テ
ム
で
木
材
搬
出
事
業
を
展

開
し
て
い
る
（
有
）
川
井
木
材

の
事
業
現
場
へ
向
か
い
、
川
井

営
業
部
長
及
び
高
知
県
立
森
林

技
術
セ
ン
タ
ー
山
崎
チ
ー
フ
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
最
新
の
林
業
機

械
に
大
い
に
興
味
を
示
し
、
多

く
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
知
市
の
研
修
会

場
へ
帰
り
、
各
班
毎
に
「
シ
ス

テ
ム
を
選
択
し
た
理
由
」
を
検

討
し
発
表
を
行
い
一
日
目
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
中
、
①
「
川

下
の
要
求
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー

ズ
）
と
対
応
の
方
向
」
に
つ

い
て
（
鶴
園
森
林
整
備
部
長
）
、

②
「
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
木

材
流
通
等
に
つ
い
て
」
（
高
知

県
森
連
相
良
副
参
事
）
、
③
「
大

型
製
材
工
場
の
現
状
と
課
題
」

（
高
知
お
お
と
よ
製
材
（
株
）

岡
田
工
場
長
）
の
講
義
を
受
け
、

研
修
生
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に

と
っ
て
、
常
に
広
い
視
点
か
ら

全
体
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
へ
の

理
解
を
更
に
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
高
知
県
大
豊

町
内
に
あ
る
高
知
お
お
と
よ

製
材
工
場
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

開
講
式
【
井
上
業
務
管
理
官
（
次
長
）】

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

（
川
井
木
材
事
業
現
場
）

自
走
式
搬
器

（
川
井
木
材
事
業
現
場
）
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研
修
生
は
、
工
場
の
規
模
の

大
き
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
よ

り
効
率
性
を
求
め
た
シ
ス
テ
ム

と
需
要
に
応
じ
た
安
定
し
た
製

品
づ
く
り
に
感
銘
を
受
け
た
様

子
で
し
た
。

　

最
後
の
研
修
の
コ
マ
は
、
大

豊
町
役
場
の
会
議
室
を
研
修
会

場
と
し
て
、
各
班
毎
に
「
今
後
、

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
や
っ
て

み
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
発
表
を
行
い
、
講
師
等
か
ら

は
発
表
内
容
に
対
す
る
助
言
と

激
励
の
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
鶴
園
森
林
整

備
部
長
か
ら
、
将
来
の
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
へ
エ
ー
ル
を
込
め
た
閉

講
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
集

合
写
真
を
撮
影
し
て
二
日
間
の

　

一
〇
月
七
日
、
高
知
県
森
林

研
修
セ
ン
タ
ー
情
報
交
流
館

に
お
い
て
、
南
国
市
立
長
岡
小

学
校
の
五
年
生
一
五
名
を
対
象

と
し
た
森
林
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
（
間
伐

疑
似
体
験
）
は
、
情
報
交
流

館
か
ら
長
岡
小
学
校
の
森
林

学
習
を
行
う
に
あ
た
り
、
間

伐
体
験
を
森
林
管
理
局
で
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

要
請
を
受
け
、
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

森
林
教
室
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
ま
ず
、
間
伐
が
重
要
な

仕
事
だ
と
言
う
こ
と
を
説
明
し

た
後
、
間
伐
の
方
法
に
つ
い
て
、

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
よ

り
実
演
と
と
も
に
、
安
全
指
導

高
知
お
お
と
よ
製
材
工
場
見
学

研
修
を
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

二
日
間
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん

な
内
容
と
な
り
、
検
討
時
間
の

短
さ
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、

実
際
に
現
場
を
目
の
当
た
り
に

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て

や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
発
表

実
践
研
修
の
研
修
生
及
び
講
師

の
皆
様

（
前
列
左
か
ら
三
人
目
鶴
園
森

林
整
備
部
長
）

 

「
森
林
の
お
く
り
も
の
」
で
間
伐
疑
似
体
験

〈
技
術
普
及
課
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

す
る
こ
と
で
、
研
修
に
格
段
の

説
得
力
が
加
わ
り
、
研
修
生
か

ら
は
と
て
も
充
実
し
た
研
修
で

あ
っ
た
と
の
好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図

る
た
め
、
更
な
る
研
修
の
充
実

を
図
り
、
将
来
に
繋
げ
て
行
く

こ
と
と
し
ま
す
。
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等
を
し
て
も
ら
い
、
一
連
の
流

れ
を
理
解
し
た
上
で
、
五
班
に

分
か
れ
て
子
ど
も
達
が
実
際
に

間
伐
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

間
伐
体
験
と
い
っ
て
も
、
山

の
中
で
実
際
の
木
を
伐
る
の
で

は
な
く
、
丸
太
を
立
木
に
見
た

て
た
情
報
交
流
館
お
手
製
の
間

伐
木
を
敷
地
内
に
設
置
し
、
伐

倒
方
向
の
目
標
と
し
て
風
船
を

置
き
、
割
れ
れ
ば
成
功
。
と
い

う
少
し
ゲ
ー
ム
感
覚
を
取
り
入

れ
た
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、
ノ
コ

ギ
リ
を
使
用
し
た
こ
と
が
な

く
、
最
初
は
力
任
せ
に
曳
い
た

り
、
先
だ
け
で
曳
い
た
り
し
て
、

す
ぐ
に
疲
れ
て
別
の
子
に
交
代

す
る
な
ど
、
時
間
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ツ
を
つ
か
ん

だ
児
童
が
奮
闘
し
て
く
れ
て
、

見
事
に
ど
の
班
も
目
標
の
風
船

に
当
て
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
（
残
念
な
が
ら
、
音
を
た

て
て
割
れ
た
の
は
一
班
だ
け
で

し
た
。
）
ど
の
班
も
、
「
も
う
少

し
！
が
ん
ば
れ
！
」
「
誰
が
倒

す
？
」
と
励
ま
し
、
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。

　

間
伐
体
験
後
は
、
汗
が
光
る

笑
顔
で
「
疲
れ
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
。
」
「
も
っ
と
や
り
た

い
。
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

「
間
伐
は
大
変
疲
れ
る
仕
事

で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
山

の
手
入
れ
を
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
ま
た
、
興
味
が
あ
れ
ば
、

実
際
に
山
で
の
間
伐
体
験
を
し

　

一
○
月
三
一
日
、
高
知
県
南

国
市
立
鳶
ケ
池
中
学
校
の
一
年

生
五
八
名
を
対
象
に
森
林
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
一
年
生
が
学
校
林
活
動
を
通

じ
て
、
「
学
校
林
の
歴
史
」
「
森

林
の
働
き
や
役
割
」
「
森
で
遊

ぶ
」
を
体
験
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

た
め
、
学
校
で
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
は
、
「
水

を
通
し
て
森
林
と
私
た
ち
の
つ

な
が
り
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
体
育
館
で
川
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
行
い
、
川
の
水
の

「
ふ
る
さ
と
」
は
森
林
で
あ
り
、

森
林
の
土
は
、
雨
水
を
地
中
に

間
伐
の
実
演
中

ま
ず
は
、
木
を
倒
す
方
向
の
受

け
口
を
伐
る

て
み
て
欲
し
い
。
」
と
言
う
旨

の
話
を
し
て
間
伐
体
験
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
情
報
交
流
館

等
と
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
図

り
、
お
互
い
に
よ
り
よ
い
森
林

環
境
教
育
が
行
え
る
よ
う
に
協

力
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
鳶
ケ
池
中
学
校
で
森
林
教
室

〈
技
術
普
及
課
〉
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一
〇
月
一
〇
日
、
徳
島
市
上

八
万
小
学
校
に
お
い
て
一
年

生
、
四
一
七
名
を
対
象
と
し
た

森
林
教
室
及
び
動
物
等
の
マ
ス

コ
ッ
ト
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
八
万
小
学
校
で
は
毎
年
、

近
隣
の
保
育
所
園
児
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
る
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
て
、
今
年
は
木
工
マ

ス
コ
ッ
ト
を
贈
り
た
い
と
依
頼

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
教
室
を

実
施
す
る
こ
と
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
身
近
な
自
然
の
話
で

は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
え
過
ぎ

て
い
て
食
べ
物
が
な
く
な
り
、

山
の
木
の
皮
が
た
く
さ
ん
剥
が

さ
れ
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
実
際
に
山
か
ら
採
っ

て
き
た
丸
太
の
樹
皮
を
見
せ
ク

イ
ズ
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
と
て
も
驚
い

た
様
子
で
し
た
。
ま
た
近
年
、

集
中
豪
雨
や
気
象
災
害
が
多
発

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
達
が
ニ
ュ
ー
ス
等
で

知
っ
て
い
て
、
関
心
の
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
地
球
が

暖
か
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
原

因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
木
を
使
う
こ
と

蓄
え
て
お
く
「
緑
の
ダ
ム
」
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
森
林
の
働
き

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

次
に
校
庭
に
出
て
、
パ
ネ
ル

を
使
っ
て
、
森
林
の
あ
る
山
と

森
林
の
な
い
山
と
の
雨
の
ゆ
く

え
の
違
い
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
の
浸
透
実
験
装
置

を
使
っ
て
、
森
林
の
保
水
能
力

と
水
の
浄
化
作
用
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

装
置
に
セ
ッ
ト
し

た
校
庭
の
土
と
森

林
の
土
そ
れ
ぞ
れ

に
生
徒
が
水
を
注

ぎ
、
そ
こ
か
ら
出

て
く
る
水
の
流
れ

方
や
濁
り
方
の
違

い
に
、
生
徒
や
先

生
か
ら
「
目
で
見

て
実
際
に
体
験
し

て
良
く
わ
か
る
実
験
で
し
た
。
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
の
学
校
林
活
動
等
を
通

じ
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
、
森
林
・

林
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
当
局
と
し
て
も
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

保
育
園
児
に
贈
る

マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

水の浸透実験装置を使っての実験

は
地
球
を
助
け
る
一
つ
の
方
法

で
あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
徳
島
県
で
採
れ
た

カ
シ
や
サ
ク
ラ
材
、
ド
ン
グ
リ

を
使
用
し
た
ク
マ
や
カ
ブ
ト
ム

シ
な
ど
の
動
物
マ
ス
コ
ッ
ト
を

製
作
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
マ
ス
コ
ッ
ト

森
林
教
室
の
様
子
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づ
く
り
、
丸
太
切
り
コ
ー
ス

タ
ー
＆
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く

り
、
コ
マ
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。

　

始
め
に
、
実
行
委
員
長
か

ら
の
挨
拶
、
続
い
て
、
徳
島

県
副
知
事
、
徳
島
森
林
管
理

署
長
等
来
賓
に
よ
る
恒
例
の

丸
太
切
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

イ
ベ
ン
ト
の
開
始
で
す
。

　

当
署
の
ブ
ー
ス
に
は
た
く
さ

ん
の
親
子
連
れ
が
集
ま
り
、
楽

し
そ
う
に
作
品
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
達
に
は
コ
マ
づ

く
り
が
一
番
人
気
で
、
準
備
し

て
い
た
材
料
が
一
日
で
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
大
盛
況
で

し
た
。

　

ま
た
マ
イ
箸
づ
く
り
は
大
人

に
人
気
が
あ
り
、
紙
や
す
り

で
き
れ
い
に
箸
を
磨
き
上
げ
た

後
、
ク
ル
ミ
の
油
を
丁
寧
に
塗

り
上
げ
完
成
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
丸
太
切
り
に
挑
戦
し
て
く

れ
る
子
ど
も
達
も
い
て
、
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
切
り
終
え
た
後

に
は
充
実
し
た
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
作
り
上
げ
た
参
加
者
は
皆
満

足
し
た
様
子
で
ブ
ー
ス
を
後
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
木
に
触
れ

て
も
ら
う
機
会
づ
く
り
だ
け
に

「
山
と
木
と
緑
の
フ
ェ
ア
」

今
年
も
出
展
し
ま
し
た
！

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

一
〇
月
一
八
日
・
一
九
日
に

徳
島
市
藍
場
町
の
藍
場
浜
公
園

に
お
い
て
、
「
山
と
木
と
緑
の

フ
ェ
ア
二
○
一
四
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
フ
ェ
ア
で
は
徳

島
県
内
の
各
林
業
関
係
団
体
を

は
じ
め
、
三
好
高
校
や
徳
島
科

学
技
術
高
校
に
よ
る

出
展
も
あ
り
毎
年
多

数
の
お
客
さ
ん
で
賑

わ
い
ま
す
。

　

当
署
も
毎
年
出
展

し
て
お
り
、
今
年
は
、

事
業
概
要
や
風
景
写

真
等
を
ま
と
め
た
パ

ネ
ル
展
示
や
マ
イ
箸

今
後
と
も
森
林
環
境
教
育
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

を
丁
寧
に
作
り
上
げ
、
そ
の
後

自
分
用
に
も
作
っ
て
い
ま
し

た
。
作
り
あ
げ
た
作
品
に
は
皆

と
て
も
満
足
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。
最
後
に
は
全
員
が
、「
製

作
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
を
大
切
に

飾
り
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

近
頃
は
自
然
や
木
材
に
触
れ

る
機
会
は
と
て
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
体
験
し
て

み
る
と
、
子
ど
も
達
も
木
の
暖

か
さ
や
自
然
の
大
切
さ
を
感
じ

て
く
れ
る
こ
と
に
、
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
教
室

や
木
工
ク
ラ
フ
ト
等
を
通
じ

て
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
に

楽
し
く
学
習
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
私
た
ち
も
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
や

学
校
等
の
要
望
に
応
え
つ
つ
、

贈
り
物
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
に
、

皆
、
夢
中
で
作
製
中

丸太切りテープカット
（右から３人目、原徳島森林管理署長）
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「
奈
半
利
小
学
校

野
根
山
街
道
散
策
」

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

一
〇
月
二
四
日
、
奈
半
利
町

立
奈
半
利
小
学
校
六
年
生
二
〇

名
、
保
護
者
一
五
名
、
教
員
二

名
を
対
象
に
野
根
山
街
道
散
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、

「
自
然
に
親
し
む

体
験
」
と
「
地
域

の
歴
史
学
習
」
を

目
的
に
、
三
〇
年

以
上
前
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野

根

山

街

道

は
、
高
知
県
奈
半

利
町
か
ら
東
洋
町

を
尾
根
伝
い
に
結

ぶ
山
道
で
、
一
，
二
二
一
年
の

承
久
の
乱
に
て
流
刑
と
な
っ
た

土
御
門
上
皇
が
通
ら
れ
、
ま
た

藩
政
時
代
に
は
参
勤
交
代
の
通

行
路
、
幕
末
に
は
中
岡
慎
太
郎

な
ど
の
志
士
脱
藩
の
道
に
な
る

な
ど
多
く
の
歴
史
を
刻
ん
で
来

た
古
道
で
す
。

　

今
回
は
台
風
一
一
号
の
影
響

で
、
林
道
が
通
行
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
米
ヶ
岡
か
ら
宿

屋
杉
の
往
復
約
一
三
㎞
の
コ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
出
発
式
で
当
署
職
員
の

紹
介
と
、
歩
行
時
や
森
の
中
で

の
注
意
事
項
な
ど
を
説
明
を
し

た
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
宿
屋

杉
を
め
ざ
し
散
策
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
澄
ん

だ
秋
空
の
登
山
日
和
で
、
み
ん

な
元
気
よ
く
出
発
し
ま
し
た
。

須
川
林
道
か
ら
塚
ノ
塔
ま
で
の

約
一
時
間
半
は
、
急
な
登
り
が

続
く
歩
道
で
「
疲
れ
た
。
休
憩

は
ま
だ
な
の
。
」
な
ど
弱
音
を

吐
き
な
が
ら
も
元
気
に
歩
い
て

行
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
た
場
所
で
、
バ
ー
ド
コ
ー
ル

を
鳴
ら
す
と
鳥
が
姿
を
見
せ
た

り
、
動
物
が
汚
れ
を
落
と
す
た

め
に
泥
を
浴
び
る
沼
田
場
で
は

ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
足

跡
を
見
つ
け
、
動
物
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

街
道
散
策
で
は
、
史
跡
の
名

前
の
由
来
や
妖
怪
伝
説
、
代

表
的
な
樹
木
の
特
徴
を
聞
き
な

が
ら
、
自
分
達
の
住
む
地
域
の

こ
と
を
学
習
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

下
山
後
、
感
想
を
聞
い
た
と

こ
ろ
「
今
年
は
登
り
が
多
く
、

と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た
」
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
一
人

の
リ
タ
イ
ヤ
を
出
す
事
も
無
く

無
事
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

野
根
山
街
道
散
策
を
通
じ

て
、
子
ど
も
達
は
普
段
触
れ
る

と
ど
ま
ら
ず
、
徳
島
森
林
管
理

署
の
取
組
を
知
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
ま
た
幼
稚
園
等
の
先
生
か

ら
森
林
環
境
教
育
の
依
頼
を
受

け
た
り
す
る
な
ど
、
情
報
発

信
、
交
流
の
場
を
広
げ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
こ
の
様
な
機
会
を
継
続
し

て
行
う
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

コ
マ
作
り
、
沢
山
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。（
コ
マ
う
ま
く
回
る

か
な
？
）

「着いたー！」（宿屋杉の前で）
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時
点
の
四
位
か
ら
皆

が
全
力
を
ぶ
つ
け
二

位
ま
で
追
い
上
げ
ま

し
た
が
及
ば
ず
、
有

終
の
美
を
飾
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
総
合
成
績
で
は

三
位
と
い
う
結
果
で

し
た
が
全
チ
ー
ム
怪

我
も
な
く
、
魚
梁
瀬

地
区
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
六
日
、
高
知
県
馬

路
村
魚
梁
瀬
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
魚
梁
瀬
地
区
村
民
運
動

会
に
安
芸
森
林
管
理
署
チ
ー
ム

と
し
て
、
署
職
員
、
魚
梁
瀬
合

同
森
林
事
務
所
職
員
及
び
そ
の

家
族
が
参
加
し
ま
し
た
。
運
動

会
は
魚
梁
瀬
地
区
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
晴
天
の
も
と
、
安
芸

署
チ
ー
ム
以
外
に
も
馬
路
村
農

協
チ
ー
ム
、
丸
山
地
区
・
魚
梁

瀬
小
中
学
校
チ
ー
ム
、
全
日
本

選
抜
チ
ー
ム
が
参
加
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
競
技
で
は
、
ど
こ

に
跳
ね
る
か
分
か
ら
な
い
ラ
グ

ビ
ー
ボ
ー
ル
を
地
面
に
バ
ウ
ン

ド
さ
せ
、
背
中
の
カ
ゴ
に
入
れ

る
「
実
り
の
秋
」
な
ど
、
大
変

難
し
い
競
技
に
ど
の
チ
ー
ム
も

苦
戦
し
な
が
ら
、
互
角
の
戦
い

に
な
り
ま
し
た
。
昼
休
み
に
は
、

各
チ
ー
ム
独
自
の
応
援
合
戦
で

盛
り
上
が
り
、
安
芸
署
チ
ー
ム

も
即
興
で
踊
り
を
披
露
し
て
会

場
を
沸
か
せ
る
な
ど
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
皆
の
笑
い
声
が
魚
梁

瀬
の
山
々
に
木
霊
し
て
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
丸
太
を
伐
っ

て
リ
レ
ー
す
る
「
ザ
・
山
師
」

と
い
う
私
た
ち
に
と
っ
て
有
利

な
競
技
で
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の

腕
の
見
せ
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
他
の
チ
ー
ム
も

実
力
を
発
揮
し
、
徐
々
に
点

差
が
開
き
は
じ
め
ま
し
た
。
最

終
種
目
の
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
リ
レ
ー
で
は
、
ス
タ
ー
ト

事
の
な
い
樹
木
や
野
鳥
を
観
察

す
る
こ
と
で
、
よ
り
身
近
に
自

然
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し

た
。
当
署
と
し
て
も
未
来
あ
る

子
ど
も
達
に
森
林
づ
く
り
や
自

然
環
境
の
大
切
さ
、
国
有
林
が

行
っ
て
い
る
取
組
み
等
の
理
解

が
深
ま
る
よ
う
、
今
後
も
こ
の

野
根
山
街
道
散
策
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

魚
梁
瀬
地
区

村
民
運
動
会
に
参
加

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

こ
れ
何
か
な
？
（
散
策
）

楽
し
い
、
玉
入
れ

丸
太
切
り

（
こ
れ
だ
け
は
、
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
）


